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教育訓練の目的・目標の構造
議論の整理

職業能力開発総合大学校

能力開発応用系 新井吾朗

http://araigoro.blog.jp/

araigoro@uitec.ac.jp
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目的

①成し遂げようと目指す事柄。行為の目指すところ。意図している
事柄。
②意志によってその実現が欲求され、行為の目標として行為を規
定し方向づけるもの。

目標 目じるし。目的を達成するために設けた、めあて。的(まと)。

教育
教え育てること。人を教えて知能をつけること。
人間に他から意図を持って働きかけ、望ましい姿に変化させ、価
値を実現する活動。

目的・目標・教育 広辞苑 仮の認識合わせ

2

目的
目標 目標 目標

目標

教育側と学習側の意
図が合致するときに

教育－学習の関係が
成り立つ

対象者

目標

目標

意図が一致しない
場合

おしつけ・退学
・学習のみ

1

2
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• （目的）

• 第一条 この法律は、…
職業訓練及び職業能力検定の内容の充実強化

及びその実施の円滑化のための施策
並びに労働者が自ら職業に関する教育訓練
又は職業能力検定を受ける機会を確保するための施策等
を総合的かつ計画的に講ずることにより、

職業に必要な労働者の能力を開発し、
及び向上させることを促進し、

もつて、
職業の安定と労働者の地位の向上を図るとともに、

経済及び社会の発展に寄与することを目的とする。

職業能力開発促進法

3

法目的

具体目的

最終
目的

方法
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• （国及び都道府県の行う職業訓練等）

• 第十五条の七 …

• 一 職業能力開発校（普通職業訓練…を行うための施設…）

• 二 職業能力開発短期大学校（高度職業訓練…を行うための
施設…）

• …

職業能力開発促進法

4

3

4
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職業能力開発促進法試行規則 教科内容から表現 ～を習得することが目標

5

（訓練課程）
第九条 職業訓練の訓練課程は、次の表の…に…定めるとお
りとする。

（普通課程の訓練基準）
第十条 普通課程の普通職業訓練…は、次の各号に掲げると
おりと…とする。
一 訓練の対象者 …中学校を卒業した者…高等学校を卒業し
た者…。
二 教科 その科目が将来多様な技能及びこれに関する知識を
有する労働者となるために必要な基礎的な技能及びこれに関す
る知識を習得させるために適切と認められるものであること。

職業訓練の種類 長期間の訓練課程 短期間の訓練課程

普通職業訓練 普通課程 短期課程

高度職業訓練
専門課程
応用課程

専門短期課程
応用短期課程

目的

目標
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普通課程の教科の細目 教科内容から表現 ～を習得することが目標

6

訓 練 科建築施工系木造建築科
教 科 の 科 目訓練時間 教 科 の 細 目

系
基
礎
学
科

1 建築概論 10 建築の概要、建築物の種類、建築史
2 構造力学概論 30 力の釣合い、荷重と外力、応力、断面の性質

3 建築構造概論 60
木造建築、プレハブ建築、枠組壁建築、鉄筋コン
クリート造建築、鉄骨造建築

4 建築計画概論 40 全体計画、各部の計画、計画の進め方
5 建築生産概論 20 機械、工程管理、資材管理、生産管理、契約事務

6 建築設備 20
設備計画、給排水設備、電気設備、空調設備、そ
の他の設備

7 測量 10 測量一般、測量機器、敷地測量、図面及び計算
8 建築製図 20 製図用具及び用紙、製図通則、建築製図の概要
9 安全衛生 20 安全衛生管理、安全衛生関係法規、安全作業法
10 関係法規 20 建築基準法、建設業法、建築士法

系基礎学科合計 250
系
基
礎
実
技

1 機械操作基本実習 90 機械使用法、CAD操作、OA機器操作
2 測量基本実習 30 平板測量、水準測量、角測量、測量図
3 安全衛生作業法 30 安全作業法、衛生作業法

系基礎実技合計 150

1 木質構造 20
デザインと構造、荷重と構造計画、木質構造用材
料、木質構造の接合部、各部構造の設計

2 材料 20
金属系材料、木質系材料、セメント系材料、プラス

5

6
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訓練科 建築施工系木造建築科
学科 実技

系
基
礎

1
建築物の歴史、役割について知っているこ
と。

系
基
礎

1
各種測量法により測量がで
きること。

2 建築生産について知っていること。 2
機械使用法、CAD操作及び
OA機器操作ができること。

3 建築計画について知っていること。 3
安全衛生作業がよくできるこ
と。

4 建築構造について知っていること。

5 建築設備について知っていること。

6 建築製図について知っていること。

7 構造力学について知っていること。

8 測量について知っていること。

9 関係法規について知っていること。

10 安全衛生について知っていること。

専

1
各種の仕口、継手及び造作についてよく
知っていること。

専

1
木工機械、電動工具及び手
工具の取扱いがよくできるこ
と。

2
断熱・気密、防腐及び防音について知って
いること。

2
各種部材の加工ができるこ
と。

3 建築用材料について知っていること。 3
木造建築物の製作ができる
こと。

普通課程 技能照査の基準の細目 試験基準＝目標

7

到達目標
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普通課程 訓練科目カリキュラム表 科内容から表現 ～を習得することが目標

8

系名 建築施工系 教科の区分 系基礎学科

教科 建築概論

訓練科目 建築概論 時間 10H

訓練目標 建築の概要と種類・建築史等ついて学習する。

訓練科目の細目
訓練科目の内容 (*) 訓練時間

1.建築の概要

2.建築物の種類

3.建築史

(１)建築物の定建
(2)建築基準法
(3)建築生産と技能・技術

(1)建築物の用途と種類
(2)建築物の構造と種類
(3)その他の分類と種類

(1)日本建築史の概要
(2)西洋建築史の概要

2H

6H

2H

合計10H

到達目標？

7

8
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短期課程 カリキュラムモデル

9

住宅施工技術科
仕上がり像Ａ
木造住宅の構造、法規、各種申請について理解し、図面作成ができる。

システム
番号

システム名 訓練到達目標 ユニット番号 ユニット名

推奨する
確認・
評価ユ
ニット

HS208
住宅構造・法

規と
設計業務

住宅の構造、建築法規に関す
る知識と設計業務に関する技
能及び関連知識を習得する。

HU299-1010-1 建築一般構造
HU307-0051-1 建築製図１（読図）
HU302-1010-1 建築法規
HU201-0020-3 木造住宅の構造計画

HU302-0020-2
住宅建設に係る各種申請業

務

HU304-X061-2 住宅の省エネルギー基準
確認・評

価

HS307
住宅図面作

成技術

建築ＣＡＤによる図面作成に
関する技能及び関連知識を習
得する。

HU399-X010-2 情報活用技術（建築）
HU308-0010-1 建築ＣＡＤ基本
HU308-0080-2 建築ＣＡＤ１(平面図)
HU308-1020-2 建築ＣＡＤ２(立面図)
HU308-1030-2 建築ＣＡＤ３(構造図)

HU308-X070-2 建築ＣＡＤ４（課題演習）
確認・評

価
第３システムまたは第６システムの推奨サブシステム

Hsub112 基礎施工１
基礎工事における仮設工事及
び地業工事に関する技能と関
連知識を習得する。

HU103-0030-1 仮設工事
HU104-0010-1 地業工事
HU105-0120-1 基礎工事

Hsub113 基礎施工２
基礎工事における配筋及び型
枠工事に関する技能と関連知
識を習得する。

HU105-0100-1 基礎施工図作成
HU105-0210-1 型枠施工法
HU105-0160-1 配筋施工法

Hsub114 測量技術

水準測量、トランジット測量の
操作方法を学び、工事測量作
業の技能及び関連知識を習
得する。

HU108-0010-1 レベル測量
HU108-0020-1 セオドライト測量

HU108-1020-2 工事測量

到達目標

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

短期課程 ユニットシート

10

ユニット 建築ＣＡＤ基本 分類番号 HU308-0010-1
自 己
評 価

指導員
確 認

到達水準

(1)ＣＡＤの種類及び概要について知っていること
(2)基本作図ができること
(3)基本編集ができること
(4)印刷ができること
(5)ＶＤＴ安全衛生作業ができること

教科の細目 内 容
訓 練 時 間
学科 実技

ＣＡＤの種類と概要

(1)ＣＡＤの種類 1
(2)ＣＡＤの目的と特徴
(3)汎用ＣＡＤと専用ＣＡＤ
(4)建築図面の種類と縮尺
(5)製図のルール（製図規約･通則等）

基本操作 (1)ＣＡＤの起動と終了 1 2
(2)画面構成
(3)マウス操作と画面操作
(4)各種ツールバー
(5)用紙、縮尺、画層（レイヤ）、線種、線色

基本作図 (1)作図コマンド各種 1 5
(2)課題演習（図面枠、図形等の作図）

基本編集 (1)編集コマンド各種 1 5
(2)課題演習（図面枠、図形等の編集）

図面出力 (1)図面出力の設定 1 1
(2)図面出力、チェック、修正

安全衛生 (1)ＶＤＴ安全衛生作業について

到達目標

9

10
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指導案の例

11

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved
12

11

12
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職業能力開発の目的・目標の構造

13

職業に必要な労働者の能力
を開発し、及び向上させる

経済及び社会の発展に寄与する
職業の安定と労働者の
地位の向上を図る

能
開
法

施
行
規
則

○○校 普通/高度職業訓練を行う

普通職業訓練 将来多様な技能及びこれ
に関する知識を有する労働者となるため

必要な基礎的な技能及びこれ
に関する知識を習得させる

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

職業能力開発の目的・目標の構造 普通課程

14

必要な基礎的な技能及びこれ
に関する知識を習得させる

例：建築物の歴史、役割について知っていること。
建築生産について知っていること。
建築計画について知っていること。～

技
能
照
査

建築概論 10 建築の概要、建築物の種類、建築史
構造力学概論 30 力の釣合い、荷重と外力、応力、断面の性質

建築概論 訓練目標 建築の概要と種類・建築史等ついて学習する。
1.建築の概要 (１)建築物の定義 (2)建築基準法

(3)建築生産と技能・技術

2.建築物の種類 (1)建築物の用途と種類 (2)建築物の構造と種類

教
科
の
細
目

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

13

14
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職業能力開発の目的・目標の構造 普通課程

15

必要な基礎的な技能及びこれ
に関する知識を習得させる

住宅施工技術科 仕上がり像Ａ
木造住宅の構造、法規、各種申請について理解し、
図面作成ができる。
１ 住宅構造・法規と設計業務 １０８H ６ユニット

住宅の構造、建築法規に関する知識と設計業務に関する技能
及び関連知識を習得する。
２ 住宅図面作成技術 １０８H ６ユニット
建築ＣＡＤによる図面作成に関する技能及び関連知識を習得す
る。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
・

シ
ス
テ
ム

ユニット 建築ＣＡＤ基本 １８H
(1)ＣＡＤの種類及び概要について知っていること
(2)基本作図ができること
(3)基本編集ができること
(4)印刷ができること
(5)ＶＤＴ安全衛生作業ができること

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
・

ユ
ニ
ッ
ト
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教育基本法

16

前文 我々日本国民は、たゆまぬ努力によって築いてきた民主的で文化的な国家を更に発展させるとともに、世
界の平和と人類の福祉の向上に貢献することを願うものである。
我々は、この理想を実現するため、個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな
人間性と創造性を備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創造を目指す教育を
推進する。
ここに、我々は、日本国憲法の精神にのっとり、我が国の未来を切り拓ひらく教育の基本を確立し、その振
興を図るため、この法律を制定する。

（教育の目
的）第一条

教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身とも
に健康な国民の育成を期して行われなければならない。

（教育の目
標）第二条

教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成するよう行われるも
のとする。
一 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やか
な身体を養うこと。
二 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律の精神を養うとともに、職業
及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと。
三 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に社
会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。
四 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。
五 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重し、国際社会
の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

15

16
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学校教育法

17

第二
章
義務
教育

第二十一条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法（平成十八年法律第百二十号）第五条第二項に規定する目的
を実現するため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

一 学校内外における社会的活動を促進し、自主、自律及び協同の精神、規範意識、公正な判断力並びに公共の精神に基づ
き主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。
二 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛す
る態度を養うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。
四 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項について基礎的な理解と技能を養うこと。
五 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと。
六 生活に必要な数量的な関係を正しく理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。
七 生活にかかわる自然現象について、観察及び実験を通じて、科学的に理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。
八 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養うとともに、運動を通じて体力を養い、心身の調和的発達を図ること。
九 生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術について基礎的な理解と技能を養うこと。
十 職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養うこと。

第四
章
小学
校

第二十九条 小学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育のうち基礎的なものを施すことを目的とする。

第三十条 小学校における教育は、前条に規定する目的を実現するために必要な程度において第二十一条各号に掲げる目標
を達成するよう行われるものとする。

○２ 前項の場合においては、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これ
らを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を
養うことに、特に意を用いなければならない。

第五
章
中学
校

第四十五条 中学校は、小学校における教育の基礎の上に、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育を施すこ
とを目的とする。

第四十六条 中学校における教育は、前条に規定する目的を実現するため、第二十一条各号に掲げる目標を達成するよう行わ
れるものとする。

第六
章
高等
学校

第五十条 高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応じて、高度な普通教育及び専門教育を
施すことを目的とする。

第五十一条 高等学校における教育は、前条に規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものと
する。

一 義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて、豊かな人間性、創造性及び健やかな身体を養い、国家及
び社会の形成者として必要な資質を養うこと。

二 社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき、個性に応じて将来の進路を決定させ、一般的な教養を高め、
専門的な知識、技術及び技能を習得させること。
三 個性の確立に努めるとともに、社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと。

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved
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第2章 理科の目
標及び内容
第 1 節 教科の
目標

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うこと
などを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
（1）自然の事物・現象についての理解*を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験など
に関する基本的な技能*を身に付けるようにする。
（2）観察，実験などを行い，科学的に探究する力*を養う。
（3）自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度*を養う。

１ 第１分野の目
標

物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資 質・能力を次のとお
り育成することを目指す。
（1）物質やエネルギーに関する事物・現象についての観察，実験などを行い，身近な物理現象，
電流とその利用，運動とエネルギー，身の回りの物質，化学変化と原子・分子，化学変化とイオン
などについて理解するとともに，科学技術の発展と人間生活との関わりについて認識を深めるよう
にする。また，それらを科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。
（2）物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし見通しをもって
観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し 表現するなど，科学的に探究する活動を通し
て，規則性を見いだしたり課題を解決したりする力を養う。
（3）物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究し ようとする態度を養う
とともに，自然を総合的に見ることができるように する。

4能力 理解・実験技能・実験計画・態度
第1章総則第１款３ 知識・技能・思考力/判断力/表現力等・学びに向かう力/人間性等 に対応

実験の2目的 規則性発見・課題解決

17

18

- 9 -



10

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 理科編 新 平成 29 年 7 月

19

２ 第１分野の内
容
（5）運動とエネ
ルギー

物体の運動とエネルギーについての観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができ
るよう指導する。
ア 物体の運動とエネルギーを日常生活や社会と関連付けながら，次のことを理解するとともに，
それらの観察，実験などに関する技能を身に付けること。
イ 運動とエネルギーについて，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈
し，力のつり合い，合成や分解，物体の運動，力学的エネルギーの規則性や関係性を見いだして
表現すること。また，探究の過程を振り返ること。

ここでは，理科の見方・考え方を働かせて，物体の運動とエネルギーについて の観察，実験など
を行い，力，圧力，仕事，エネルギーについて日常生活や社会 と関連付けながら理解させるととも
に，それらの観察，実験などに関する技能を 身に付けさせ，思考力，判断力，表現力等を育成す
ることが主なねらいである。

思考力，判断力，表現力等を育成するに当たっては，運動とエネルギーについ て，見通しをもっ
て観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，力のつ り合いと合成・分解，物体の運動，
力学的エネルギーについての規則性や関係性 を見いだし表現するとともに，探究の過程を振り返
らせることが大切である。そ の際，レポートの作成や発表を適宜行わせることも大切である。

実験の2目的 規則性発見・課題解決

4能力 理解・実験技能・実験計画・態度

4能力 理解・実験技能・実験計画・態度

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved
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（ｳ）力学的エネ
ルギー

㋐ 仕事とエネ
ルギー

仕事に関する実験を行い，仕事と仕事率について理解すること。また， 衝突の実験を行い，物体
のもつ力学的エネルギーは物体が他の物体になしうる仕事で測れることを理解すること。
エ アの（ｳ）のア◯については，仕事の原理にも触れること。

ここでは，仕事に関する実験を行い，日常の体験などと関連させながら力学的な仕事を定義し，単
位時間当たりの仕事として仕事率を理解させる。
また，外部 に対して仕事をできるものは，その状態においてエネルギーをもっていること を，各種
の実験を通して理解させることがねらいである。
例えば，物体を重力に逆らって持ち上げる仕事をさせ，物体に加えた力の大きさとその向きに動か
した距離の積として仕事は定量的に定義できることを理解さ せる。さらに，単位時間に行う仕事の
量として仕事率を理解させる。
仕事の単位 としてジュール（記号Ｊ）を用い，関連する単位や日常用いられる単位にも触れる。
そして，例えば，てこや滑車などを挙げながら，道具を用いて仕事をすると き，加えた力より大きい
力を外部に出すことはできるが，道具に与えた仕事以上の仕事を外部にすることはできないという
仕事の原理にも触れる。

4能力 理解・実験技能・実験計画・態度

4能力 理解・実験技能・実験計画・態度

19

20
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• 背景 1945(S20)終戦 1947年(S22）教育基本法、学校教育
法、学習指導要領(参考 基準化は1960(S36))

• 教育基本法に目的が示されたが、具体的な教育活動を表現し
ていない

深遠らしい哲学的用語の扮装による常識的には明確に見えた
目的→軍国主義に支配された常識から健全な判断によって覆
された
現実的な教育活動に明確な指示を与える内実を

常識によって供給する必要がある

• 教育は技術/方法 目的からは独立している
方法は目的に応じた合理性を高められる

1950 勝田守一, 教育目的の社会的考察(特集 教育社会学), 社会学評論,1巻2号, pp.2-10 

21

労働は神聖

封建時代 資本主義社会

武士 農民の労働へ
の共感

農民 労働を天職と
意識させる

勤勉により
老後の糧を得る

社会全体への
奉仕の観念

投機的行為で
高収入安楽な生活

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

1950 勝田守一, 教育目的の社会的考察(特集 教育社会学), 社会学評論,1巻2号, pp.2-10 

22

• 教育の目的の設定方法

人間の内面的本性の追求・自己観察による方法 ←批判
ヘルバルト(ドイツ)の実践哲学の方法の批判

社会的事物として見る方法 ←肯定
デュルケームの部分的肯定
ただし｢個人の社会への同化｣から出なかったことは批判

社会調査による方法(社会の必要からの能力分析)

目的ではなく、目標設定に有効

個人の生活と人間性の発展の社会的な意義への拡大
社会改造・社会的理想 マンハイム

21

22
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• 教育の目標・内容・方法は関連する

• 児童中心主義→批判
自主的な個性的・創造的な人間の形成を目指す
教育の指導原理を児童の主観の中にもとめた
超現実/非社会的な主観主義 単に内的自由な人間

• 生活中心主義→批判
過去・現在の社会理想、生活活動の絶対化・強要
社会を伝統に固着させるもの

1953 佐藤正夫, 教育本質論の立場から 教育の目標と内容と方法との関連について,教育学
研究 20巻5号, pp.2-10

23

教育の課題＝人間の形成

自己がその中に在って規定されてい
る世界を自ら改変することを通して
自己の存在を自己自身で統御し支
配しつつ人生を美しく豊かに想像す
ることの出来る人間

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

• 1958 伊藤満: 教育基本法は教育憲法である, 社会科研究, 6巻, pp.36-41

• 1983 北川 邦一: 教育基本法の教育目的規定の存在意義 「教育の自由」による存在意義の否定論・局限論の批判
的検討を踏まえて, 日本教育学会大會研究発表要項, 42巻, p.90

• 1990 久保 義三: 「教育と国家の問題」国家と教育目的について, 日本教育学会大會研究発表要項, 49 巻, pp.154-
155

• 1956 仲康： 個における社会的存在の形成 デュルケームの教育目的論, 日本教育学会大會研究発表要項, 15 巻,
p.62

• 1957 三浦典郎： デユーイの教育目的論(一)  民主的教育をめぐって, 日本教育学会大會研究発表要項, 16巻, 
pp.5-6

• 1958 大浦 猛: デューイにおける教育目的論の検討, 日本教育学会大會研究発表要項, 17巻, p. 23

• 1958 後藤三郎: 藤樹教学の頂点 教育目的論の一つ, 日本教育学会大會研究発表要項, 17巻, pp.36-37

• 1960 高久清吉: ヘルバルトの教育目的論-教育目的の多様性と単一性, 教育学研究, 27巻4号, pp.280-288

• 1964 高久清吉: ヘルバルトによる教育目的としての道徳性概念の拡大, 教育哲学研究, 1964巻9号, pp.38-56

• 1969 尾形利雄: 稲富栄次郎著『明治以降・教育目的の変遷』, 教育哲学研究, 1969 巻19号, pp.70-74

• 1973 熊谷一乗: 昭和初期教育目的論における価値観の一考察 -篠原,小西,牧口常三郎の場合-, 教育学研究, 40
巻1号, pp.1-10

• 1975 上原崇: 国際的教育目的に関する一考察, 日本比較教育学会紀要, 1975巻1号, pp.55-61

• 1984 加賀裕郎: デューイ「教育目的論」の再検討, 教育哲学研究, 1984巻49号, pp.57-71

• 1994 山名 淳 因果プラン 論からみた教育目的の機能 教育哲学研究 1994年 1994 巻 69 号 44-56

• 1998 関川悦雄 教育目的論 ブーバーの場合 教育學雑誌 1998年 32 巻 33-46

• 2013 伊田 勝憲 動機づけ研究から見る心理学と教育の目標 教育評価の問題を切り口として 心理学は教育の目標
をどうとらえるか 心理科学 2013年 34 巻 1 号 30-38

その他 教育目的の検討

24

教
育
目
的
の
意
味

教
育
目
的
が
含
む
べ
き
内
容
一
般
論

教
育
目
的
検
討
手
法

23

24
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• 1962 原田一: 家庭科の目標について, 家庭科教育学会誌, 3 巻, pp.19-22

• 1969 関秀世: 高校化学教育の目的を明確にせよ 高等学校教育課程化学 改善に思う に対する現場の声, 化学教
育, 17巻2 号, pp.171-172

• 1975 沖原勝昭: 外国語教育の目的論に現われた諸概念について, 中国地区英語教育学会研究紀要, 1975年5巻, 
pp.15-18

• 1979 東野勝治: 理科教育の目的・目標の分析的研究, 日本教科教育学会誌, 4巻3号, pp.173-179

• 1981 酒見次郎: 教科教育の目的, 日本教科教育学会誌, 6巻1号, p.1-4

• 1996 霜田光一 自然科学教育の目的は 物理教育 第44巻第3号247

• 2003 磯崎哲夫 科学教育の目的論の再考 日本科学教育学会年会論文集 2003年 27 巻

• 2007 石原知英 指導要領の変遷から見る学校英語教育の目的論の展開 豊かな言語感覚の育成に焦点を当てて
中国地区英語教育学会研究紀要 2007年 37 巻 91-100

• 2009 石井英真 アメリカにおける教育目標論の展開 パフォーマンス評価論による行動目標論の問い直し カリキュラ
ム研究 2009年 18 巻 59-71

• 2009青木 恭介, 野澤 庸則 我が国における工学教育の質保証の現状と将来 工学教育 2009年 57 巻 1 号 1_57-
1_62

• 2010 遠藤 銀朗 自然科学実験ファンダメンタルズ開講の背景と教育目的 工学教育 2010年 58 巻 5 号 5_3-5_6

• 2011 磯崎哲夫 特別科学教育の目的とカリキュラム構成(我が国のこれからの卓越性の科学教育を推進するための
教育課程編成理論 日本科学教育学会年会論文集 2011年 35 巻 1A1-D1

• 2012 磯﨑 哲夫, 藤浪 圭悟, 松下 持久 イギリスの科学カリキュラムの構成原理に関する研究(I)  目的・目標論及び
内容論を中心として 日本科学教育学会年会論文集 2012年 36 巻 1A2-F3

その他 教育目的の検討

25

科
目
の
教
育
目
的
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• 2002  大高泉 目的・目標からの新教育課程への提言 日本科学教育学会年会論文集 2002年 26 巻

• 2002 磯崎哲夫 目的・目標からの新教育課程への提言 イギリスからの示唆 日本科学教育学会年会論文集 2002
年 26 巻

• 2002 熊野善介 目的・目標からの新教育課程への提言 アメリカ合衆国の事例分析から 日本科学教育学会年会論
文集 2002年 26 巻

• 2002 三好 美織, 角島 誠 目的・目標からの新教育課程への提言 フランスからの示唆 日本科学教育学会年会論文
集 2002年 26 巻

• 2002 人見久城 アメリカの科学教育カリキュラム・ディベロッパーは、目的・目標をどうとらえているか 日本科学教育
学会年会論文集2002年26巻

• 2002 藤井 浩樹 目的・目標からの新教育課程への提言 ドイツからの示唆 日本科学教育学会年会論文集 2002年
26 巻

• 2011 遠藤優介 ドイツバイエルン州レールプランにおける化学教育の目的・目標の分析 日本科学教育学会研究会
研究報告 2011年 26 巻 5 号 7-10

• 2012 磯﨑 哲夫, 藤浪 圭悟, 松下 持久 イギリスの科学カリキュラムの構成原理に関する研究(I)  目的・目標論及び
内容論を中心として 日本科学教育学会年会論文集 2012年 36 巻 1A2-F3

その他 教育目的の検討
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• 外国語教育の目的

1． 知性・精神の鍛練
(1)知的好奇心を換起し、外に開かれた精神を発達
(2)思考能力の完成
(3) 外国語の暗唱による記憶力の養成と思考範囲の拡大
(4)真・善・美を愛するような精神の祉場

2． 文学・芸術への洞察

3． 文化の理解
4． 言語認識
5． 国際理解

1975 沖原勝昭: 外国語教育の目的論に現われた諸概念について, 中国地区英語教育学会研
究紀要, 1975年5巻, pp.15-18

27
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・家庭科目標の変遷

・家庭科目標の課題
(1)小・中・高共通の総括目標
(2)家庭科の本質の検討
(3)男女に必修
(4)他教科との境界
(5)社会の中の家庭

(6)良き家庭の建設の内容
被服・食物・住居・保育
家族関係・家庭経営

・家庭科総括目標試案
1 ．家庭生活の理念を理解し， よりよき家庭生活を建設し，且つこれをよく
経営しようとする態度をもつ。

2 ．家庭生活に必要な， 自然科学的，心理的，経営的な技術と， これに関
する知識を身につける。

3 ．社会が家庭に及ぼす影響および社会における家庭iの 役割を理解し，

家庭と社会とが協力して，よりよき人間生活を形成するための態度と能力
を養うとともに，一部の人は職業としての家庭科の知識・技能を養う。

1962 原田一: 家庭科の目標について, 家庭科教育学会誌, 3 巻, pp.19-22

28

27

28
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• 1992 原 聡介 近代における教育可能性概念の展開を問う ロック、コンディヤックからヘルバルトへの系譜
をたどりながら(フォーラム1) 近代教育フォーラム 1992年 First 巻 1-16
1992 宮寺晃夫 近代教育学における「目的論」の位置 原氏提案に対する１つのコメント 1992 年 First 巻 p 
25-31

• 1993 宮寺晃夫 教育目的論の可能性 教育目的の正当化論を求めて フォーラム1 近代教育フォーラム
1993年 2 巻 1-20

• 1993 原 総介 教育目的論の構築への期待 拙論に対する批判に答えながら(宮寺論文へのコメント,フォーラ
ム1) 近代教育フォーラム 1993年 2 巻 39-44

• 1993 松浦良充 教育目的論の必要配可能性そして限界(宮寺論文へのコメント,フォーラム1) 近代教育フォ
ーラム 1993年 2 巻 45-54

• 1995 宮寺晃夫 教育可能性論か、教育目的論か 教育思想史の二つの視角(シンポジウム 教育目的論・再
論) 近代教育フォーラム 1995年 4 巻 163-168

• 1995 金子 茂 教育学の基底への問 相互理解の困難さとその克服への模索(シンポジウム 教育目的論・再
論) 近代教育フォーラム 1995年 4 巻 155-161

• 1995 原 聡介 教育目的論・再論と再々論(シンポジウム 教育目的論・再論) 近代教育フォーラム 1995年 4 
巻 127-133

• 1995 桜井佳樹 近代教育(学)批判と教育目的論(シンポジウム 教育目的論・再論) 近代教育フォーラム
1995年 4 巻 145-154

教育目的論 論争

29
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1992 原 聡介 近代における教育可能性概念の展開を問う ロック、コンディヤックからヘルバ
ルトへの系譜をたどりながら(フォーラム1) 近代教育フォーラム 1992年 First 巻 1-16

30

教育目的の現状 ＝ 「可能だから教育する」という考えが
一般化してきているように思われる
可塑性無限→無限開発の意図に使われる

→ 技術主義的開発理論に奉仕 → 人間の解体

教育の権能 good hands 
だれにゆだねるべきか自覚的になってきた

ルソー 立法者 絶対的な道徳的存在
エルヴェシウス 啓蒙君主
コンドルセ 文人

29

30
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1992 原 聡介 近代における教育可能性概念の展開を問う ロック、コンディヤックからヘルバ
ルトへの系譜をたどりながら(フォーラム1) 近代教育フォーラム 1992年 First 巻 1-16

31

近代教育概念の論理的検討

技術哲学的検討
1 教育可能性の物神化→教育可能性＝技術なら 理由？

科学は普遍 技術は選択原理
教育は主観による願いに支えられる＝技術が選択される
主観性の確保のあり方が問われる

教育可能性＝自然に任せるのか 人間の主観・目標・必
要はどう扱うのか
2 発生根拠の検討

主観が隠れること、政策担当者にゆだねることで
子供の乱開発に従事することになる

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

1992 宮寺晃夫 近代教育学における「目的論」の位置 原氏提案に対する１つのコメント 1992 
年 First 巻 p 25-31

32

原(1992) へのコメント

1 留保・疑問
(1)内在的な目的・外在的な目的 なににより区別されるか
(2) Bildsamkeit(ヘルバルト) という「教育学的概念」が、な

ぜ「内在的な目的論から外在的な目的論への転換」を意
味するか
(3)目的の外在化と操作性(可塑性の方向を操作できる)の
発生の因果関係

31

32
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1992 宮寺晃夫 近代教育学における「目的論」の位置 原氏提案に対する１つのコメント 1992 
年 First 巻 p 25-31

33

2 近代教育学で目的は、ゴールとしての目的からルールと
しての目的に置き換えた
3 近代教育学はゴールよりルールに力点をおいて、正当
化の役割を担ってきた。(ゴールとしての目的はイデオロギ
ー)

ゴールとしての目的の優秀性の誇示不要
×道徳性を目指して教育せよ

ルールとしての目的の公共性を説得できればいい
○子供の要求に従え

教育学は、
独自の目的論で社会の方向づけに寄与した実績は乏しい
社会の進路を先取し教育の正当化機能を果たしてきた

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

1992 宮寺晃夫 近代教育学における「目的論」の位置 原氏提案に対する１つのコメント 1992 
年 First 巻 p 25-31

34

4 目的論の果たす役割 正当化機能
目的は手段を正当化する

現在の教育分野の認識
目的(結果)で手段(方法)を正当化してはならない

×愛の鞭
目的を正当化する客観化手続きをもっていない

5 手続きを通しての正当化は、

目的論からの正当化からの解放 リベラリズムの秩序形
成原理の一部 近代教育学はこの原理にしたがってきた

原氏の提案
「何のために」 「どこまで」 の突きつけ

33

34
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1993 宮寺晃夫 教育目的論の可能性 教育目的の正当化論を求めて フォーラム1 近代教育
フォーラム 1993年 2 巻 1-20

35

教育目的論 の課題に取り組む今日的意味

教育課程の目標管理 が徹底された
目標の実現に向かう目的意識を持たせた
目標の如何、ぜひの吟味は対象外

＝ 教育目的の喪失

目的の制定方法
１つの価値観を定める 反歴史・全体主義・独断
科学と教育を結合する 科学の範囲共通の議論が必要

目的は議論しなくても我が子にがんばらせれば良い現実

教育目的制定正当化の方法を検討する必要
多様な価値・敵をも認めざるを得ない目的の制定
個別の教育目的意識→共通の教育目的

→天下る教育目標への対抗

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

1993 宮寺晃夫 教育目的論の可能性 教育目的の正当化論を求めて フォーラム1 近代教育
フォーラム 1993年 2 巻 1-20

36

教育目的 正当化の方法

目的：あることを実現しようとする意図（何のためか）
目標：主体が達成しようとする目当て（何をめざすか）
目的実現のため、主体が順次達成すべき目標 森昭

1 教育目的の階層化 目的・目標 森
2 個別目的に対する共通目的は天下ってくる 原
3 社会的事物 勝田

1 ヘルバルト 道徳(内在) トラップ 幸福(被文脈＝外在)
2 行為的教育目的論 システム論的教育目的論 ？
3 人々がもつaim purpose と 社会が許す教育の基準

1 (1)教育目的(2)その正当化請求(3)請求化の論議形式
2 目的-行為 (1)目的論(目的を設定して行為する) システム論(目的を社会で判定
する)

1 多様な価値観を包摂し、価値観に依存しない全体の「枠組み」
2 論議の形式、システムの自律 いずれでも枠組構築が課題 結局 多様
3 共同体の前提を目的とする
4 いずれも合理的な目的の正当化にはいたらない

35

36
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• 1995 新井保幸 教育目的の概念、と教育目的論の課題 シンポジウム 教育目的論・再論 近代教育フォー
ラム 1995年 4 巻 135-143

• 1995 桜井佳樹 近代教育(学)批判と教育目的論(シンポジウム 教育目的論・再論) 近代教育フォーラム
1995年 4 巻 145-154

• 1995 金子 茂 教育学の基底への問 相互理解の困難さとその克服への模索(シンポジウム 教育目的論・再
論) 近代教育フォーラム 1995年 4 巻 155-161

• 1995 宮寺晃夫 教育可能性論か、教育目的論か 教育思想史の二つの視角(シンポジウム 教育目的論・再
論) 近代教育フォーラム 1995年 4 巻 163-168

• 1995 丸山恭司 教育目的論と行為理解の近代的偏向をめぐって シンポジウム 教育目的論・再論 近代教
育フォーラム 1995年 4 巻 169-173

• 1997 関川 悦雄 教育目的論の貧困を何に求めるか(アゴラ)  近代教育フォーラム 1997年 6 巻 183-189

• 1995 沼田裕之 教育目的の比較文化的考察 玉川大学出版部 1995.7.10

• 2000 下司晶 教育思想史研究における 実践 の位置(教育目的論議を再読する-近代教育批判の視点に着
目して-,コロキウムIII) 近代教育フォーラム 2000年 9 巻 165-168

• 2000 上原秀一 教育内容論との関わりで(教育目的論議を再読する-近代教育批判の視点に着目して-,コロ
キウムIII) 近代教育フォーラム 2000年 9 巻 168-169

• 2000 江口潔 教育思想史で何ができるのか (教育目的論議を再読する-近代教育批判の視点に着目して-,コ
ロキウムIII) 近代教育フォーラム 2000年 9 巻 169-172

教育目的論 整理

37

教
育
目
的
議
論
の
整
理

教
育
目
的
議
論
の
意
味
検
討

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

１ 教育目的の正当化論

善さの多様性に対する 正しさの決定方法

２ 教育目的概念の類型

(1) 「個別目的」 「普遍的目的」

教育目的と教育目標(目的の部分) 
主体別の目的と同意・共有される目的

(2) 「目指される目的」 「目指す意図」

(3) 「内在的目的｣ 「外在的目的」

子供の内・外 教育の内・外

(4) 「ゴールとしての目的」 「ルールとしての目的」

1995 新井保幸 教育目的の概念、と教育目的論の課題 シンポジウム 教育目的論・再論 近
代教育フォーラム 1995年 4 巻 135-143

38

教育学には、教育目的を設定できない

何のために（包括的目的）と何を目指して（具体的目標）の
統合はできる

原・宮寺 らの議論整理

37

38
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神・自然 普遍的な目的

時代・社会・国家 の目的

教育の自立的営み 目的
教育可能性

子供の自然の伸長

教育目的論議論の整理
1997 関川 悦雄 教育目的論の貧困を何に求めるか(アゴラ)  近代教育フォーラム 1997年 6 
巻 183-189

39

教育
主体

学校
教師

教育
客体
子供

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

• 教育目的は政治機構により教育基本法に定められている。
教育は、人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成者として、真理と正義を愛し～勤
労と責任を重んじ～健康な国民の育成を期して行われなければならない。

• しかし、これを考えている親、教師がどれだけいるか？

• 日本人の｢教育目的｣に向かう態度に積極的意味があるか？

• 教育目的論を議論する前提として議論する必要がある。 pp.3-4

• 教育の定義

「人が将来よりよい行為をすることができるようにとの意図をも
って、その人にはたらきかけること細谷恒夫, 教育哲学, p.37 」p.11

• 目的論の方向 (1)目的の内容、(2)目的への態度・姿勢pp.10-11

沼田裕之, ｢教育目的の比較文化的考察｣, 玉川大学出版部, 1995(H7).7.10

40

39

40

- 20 -



21

Copyright 2016 G.ARAI All Right Reserved

西欧 日本

時間
p.24

将来と緊張関係がある現在 将来と切り離された現在

言語

言葉が真理のよりどころ

言葉を通して心理に至る
言葉＝感覚的な個・感情と離れた抽象的概念
人間であるために私は、公的な言葉との対話関
係に置く p.49

心の原理

そのものを言葉での説明無しに受け入れる
現象をそれから離れた原理との関係で捉えよ
うとしない p.51

公共的
空間
pp.75-80

公共の場(存在)

信仰・神の秩序・市民社会・自分
法に従って自らの手で組織する

公共の場(不在)

自然発生を容認

沼田裕之, ｢教育目的の比較文化的考察｣, 玉川大学出版部, 1995(H7).7.10

41
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沼田裕之, ｢教育目的の比較文化的考察｣, 玉川大学出版部, 1995(H7).7.10

42

教育＝人が「将来よりよい行為をすることができるよう
に」との
意図をもって、その人にはたらきかけること

↓当面の提案

人が「今の世の中でうまく世渡りができるように」との

意図をもって、その人にはたらきかけることp.199

日本教育の現状＝受験教育 教養と専門 専門家による教養人の駆逐 を受けて p.198

↓将来への期待

人が「現在も将来も、自分の現状、置かれている位置、
をよく理解したうえでよりよい行為を目指して生きてい
けるように」との
意図をもって、その人にはたらきかけること

41

42
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• 固有の意味での教育目的論は、(抽象的・超越的な)思考伝統

のもとではじめて成立しえたのであって、そうした伝統を今なお
欠く日本の教育(理論)界には、それは無縁なものである、と沼
田氏は結論づける。

• 欧米のような理念としての教育目的論を欠く(欠くというより、そ
れを必要としない)日本の教育界に即して、沼田氏は一層現実
的な教育目的を示していく。

• 教育目的の普遍妥当性を否定するだけではなく、教育目的「論
」そのものの成立可能性に再考を促しているからである。今後
日本の「教育目的論」は、沼田氏の問題提起との対決を経なけ
れば、一歩も前に進むことはできまい。

『教育目的の比較文化的考察 書評・図書紹介 1995, 宮寺晃夫, 教育哲学研究, 1995巻72号, 
p.62

43
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• このように日本の教育(目的)を理解した方が,教育に携わる者
は少なくとも「自分に嘘をつかなくて済む」(222頁)ばかりか,現
在の教育がいかに絵に描いた餅のような「理想的教育目的」を
お題目のように唱えて,「今の世の中でうまく世渡りができる」こ
とを考慮に入れていないかも,よりよく分かるであろう。

• 本書の意義は現代日本の教育(目的)を「ある高み」から,問題
を突き放して眺める一つの視点を提供したところ,言い換えれ
ば,教育学研究において教育(目的)を「人間に関する全体的展
望の下で考察すること」(236頁)の必要性と有効性を示したとこ
ろにあると言えよう。

『教育目的の比較文化的考察 書評・図書紹介 1995, 山崎高哉, 教育学研究, 第62巻4号, 
pp.372-373

44

43

44
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目的の正統性について

• 普遍的な教育目的の設定は不可能

• 法に定められる（正当な手順を踏んで検討された）教育目的の
利用を想定

• 状況に応じた教育目的の見直しは必要

目的の利用について

• 技術としての教育学により、教育目的と教育目標の統合は可
能 一般目的(目標)→具体目的(目標)

• 教育目的に従うか無視するかの検討が必要

• 設定した教育目的と教育目標は関係者の間で共通に認識

当面の結論

45
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教育

目的から見た 教育と学習

46

学習対象
教育主体

学習主体

学
習

学習支援

利
活
用

学習目的教育目的

意図

45

46
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